文部科学省 オープン・リサーチ・センター整備事業「光エネルギー変換研究センター」

研究報告会および講演会のお知らせ

　上記オープン・リサーチ・センター整備事業は、文部科学省の特別補助を得て、3名のPDと2名のRAが研究に直接従事することにより、順調に進行しています。本事業に関連して「文部省科学研究費補助金・基盤研究A」、「日本学術振興会日中科学協力事業」、「NEDO」、「ひょうご科学技術協会共同研究開発助成」等の研究助成金も頂いています。

　本整備事業は、当初の計画では①光合成系の原理（特にカロテノイドの補助集光作用と光保護作用のメカニズム）を解明し、②環境汚染を引き起こす心配のない光合成色素等の有機化合物を用いて、色素増感太陽電池を構築するというものでした。

　プロジェクト①はほぼ完成し、「カロテノイドの励起状態のエナジェティクスとダイナミクス」に基づいた上記メカニズムの解明に関する研究成果は、世界的に高い評価を得て、エイドリアン賞の受賞や各種の国際学会での招待講演という形で公表されています。

　プロジェクト②に関しても、上記の各種助成金に関連して、昨年度から研究を開始しました。私共は特に「色素の励起状態のエナジェティクスとダイナミクス」を踏まえて、「光電変換効率」を改善することを目指しています。今回は、最近特に注目を集めている、グレッツェル電池に代わる「有機色素－TiO2太陽電池」に焦点を合わせて、報告会と講演会を開催したいと思います。

　この領域に関心と経験をお持ちの方々に御参集頂き、活発な討論を通じて「今後の研究の方向」を探って行きたいと考えています。皆様の御協力を心よりお願い申し上げます。

　　日時：　2003年6月4日（水）午後2時－6時半＊


　　場所：　関西学院神戸三田キャンパス：関西学院大学理工学部4号館204号室

＜プログラム＞

　挨拶
2:00~2:10
篠原 彌一・関西学院大学理工学部長

　講演
2:10~2:50
柳田 祥三・大阪大学工学研究科


　





「色素増感太陽電池の新展開」




2:50~3:30
瓦家 正英・関西ペイント


　





「TiO2の光電効果と耐光性」




3:30~4:10
渡辺 泰堂・関西学院大学理工学部









「ゾル－ゲル法で作製したTiO2薄膜の電子構造」







（4:10~4:30　休憩）




4:30~5:10
玉井 尚登・関西学院大学理工学部









「酸化チタン－色素および金属ナノ粒子系の光化学初期過程」




5:10~5:50
小山 泰・関西学院大学理工学部


「カロテノイン酸太陽電池構築の試み：光電変換効率と色素の一重項励起状態からの電子注入のダイナミクス」




5:50~6:30
北村 隆之・大阪大学工学研究科









「有機色素を増感剤に用いた酸化チタン太陽電池：最近の動向」

　　　＊なお、時間の御都合のつく方々にはお残り頂いて、新三田駅付近で懇親会を開きたいと思います。

